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成果の概要 / 有海 春輝 

 

【the International Society for the Study of Individual Differencesについて】 

 本助成を受けて参加した「the International Society for the Study of Individual Differences(以

下 ISSID)2025」は、ヨーロッパで隔年開催される個人差・パーソナリティ心理学の学会で

す。北欧に限らず、米国やアジア諸国等、様々な心理学者が一同に会し、活発なコミュニケ

ーションが行われます。 

 ISSID2025は、7/14〜7/18の 5日間にわたって行われました。会期中は様々な題材やテー

マを取り扱ったトークやシンポジウムが行われ、参加者は自分の興味関心に合わせて聴講

します。また、2日目(7/15)のディナーの後にはポスター発表が行われました。 

 

【学会発表参加の成果】 

 ポスター発表では、国やバックグラウンドの違う様々な研究者たちが、私の研究を聞きに

きてくれました。英語で発表する経験が少なく、緊張していたこともあって途中でうまく言

葉が出なくなってしまうこともありましたが、発表を聞きにきてくれた方は終始優しい態

度で、有益なコメントをくださいました。大勢の方の前で、自分の中の英語の知識を絞り出

しながら研究内容を発表するという貴重な経験を積むことができ、自身の研究内容をより

多くの人に広めたいというモチベーションも更に高まりました。 

 ポスター発表の時間は 3 時間と、国内学会に比べて比較的長い時間が設けられていたた

め、他の研究者の発表も積極的に聞きに行きました。私の研究テーマのひとつである自己愛

は、本邦においても研究されているものの、国際論文における最新のフレームワークや理論

は導入されていないという点で研究の余地のある概念です。ISSID2025では、最新の個人差・

パーソナリティ研究が数多く発表されていましたが、自己愛についても例外ではありませ

ん。近年、自己愛は安定した個人差特性であるという考え方から、様々なライフイベント・

経験を通じて変容しうる概念であるという考え方にシフトしつつありますが、ISSID2025で

もこうした考え方に基づいた研究が多く、最新の知見に触れることで大変勉強になりまし

た。自己愛に関する研究以外にも、興味深い研究は数多くあり、研究者とのコミュニケーシ

ョンを通じて様々な知見を得ることが出来ました。研究の最先端に触れることができるの

は、国際学会ならではの魅力だと改めて感じさせられました。 

 また本会議には、以前個人的にコンタクトを取っていた VIZJA University の Radoslaw 

Rogoza教授もいらしており、シンポジウムでも自己愛に関する研究を発表されていました。

直接お会いしてお話しする絶好の機会だと思い、勇気を振り絞って挨拶をしにいったとこ

ろ、温かな態度で接してくださいました。最先端の研究に従事し、権威のある国際論文誌に

何本も論文を載せている方とお話でき、大変刺激を受けました。普段、論文を通じて(一方

的に)馴染みのある方と直接お会いでき、研究へのモチベーションもますます高まりました。 

 



【本支援への御礼】 

 ISSID2025への参加を通じて、様々な経験を積むことができました。これらの経験は、今

後の研究生活に対するモチベーションを高めてくれました。本支援がなければ、国際学会に

参加できず、様々な研究者との交流や、研究に対するモチベーションの向上もなかったこと

でしょう。円安の影響により、国際学会への参加がますます難しくなりつつある情勢におい

て、金銭的な支援を受けられることは、経済的に余裕があるとはいえない博士後期課程の学

生が国際学会にチャレンジできる機会を提供してくれるものだと思いました。改めまして、

貴重な支援の機会をいただき、感謝申し上げます。 

 また、博士後期課程の学生の皆様に向けましては、本助成を受けて国際学会への参加にチ

ャレンジされることを勧めます。興味や関心の異なる様々な国の研究者たちと、研究という

我々にとっての共通の「「言語」でコミュニケーションする機会は、研究の推進において重要

であると確信しています。英語でのコミュニケーションに自信がないという方や、異国の地

での生活に不安や孤独感を覚える方もいると思います。事実、私もその一人でした。ですが、

今回の助成を受け学会発表を行ったことや、研究者とのコミュニケーションで成功・失敗

(もうすこし上手くできたと思われる点)した経験は、今後数十年続くだろう研究生活におい

て間違いなく糧になるものでしょう。無論、国内学会で自身の研究を発信し続けることも非

常に重要ですが、国際学会への出席でしか得られないものもあります。論文という媒体は発

刊に期間を要する以上、我々が閲覧できるまでにどうしても時間差が生じてしまいます。国

際学会は、まだ論文として発表されていない、研究の最先端を目の当たりにできる貴重な機

会です。本支援が広まり、国際学会にチャレンジする学生が増えることを願ってやみません。 


